
質
問　

住
居
表
示
を
整
備

し
た
地
域
の
住
民
は
さ
ま

ざ
ま
な
生
活
、
活
動
で
利

便
性
が
向
上
し
た
と
喜
ん

で
い
る
。
同
じ
町
民
で
あ

り
な
が
ら
住
居
表
示
の
整

備
が
進
ま
ず
、
不
便
を
感

じ
て
い
る
住
民
が
い
る
の

は
町
政
の
大
き

な
課
題
で
あ
る
。

国
の
住
居
表
示

に
関
す
る
法
律

は
、
市
町
村
の

責
務
と
し
て
不

便
な
住
居
表
示

の
速
や
か
な
整

備
を
進
め
て
い

る
。
未
整
備
地

域
住
民
に
住
居

表
示
に
関
し
て

意
向
調
査
を
実

施
す
る
と
共
に

計
画
的
な
住
居

表
示
の
整
備
を

進
め
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
町

長
の
所
信
を
伺
う
。

町
長　

町
で
は
、
住
居
表

示
整
備
の
必
要
性
を
認
識

し
て
い
る
。
し
か
し
、
住

居
表
示
は
、
市
街
地
と
し

て
の
相
当
の
ま
と
ま
っ
た

面
積
と
人
口
が
あ
る
区
域

で
実
施
す
る
の
が
通
例
で

あ
り
、
ま
た
、
多
く
の
地

権
者
や
住
民
、
企
業
等
の

関
係
者
に
変
更
手
続
き
な

ど
相
当
の
負
担
が
生
じ
る

た
め
、
関
係
者
の
強
い
要

望
と
理
解
が
な
け
れ
ば
実

施
は
難
し
い
。

　

従
っ
て
、
町
と
し
て
は
、

計
画
的
な
市
街
地
整
備
が

済
ん
だ
段
階
で
実
施
し
た

い
と
考
え
て
お
り
、
現
在

の
町
の
喫
緊
の
課
題
と
は

位
置
づ
け
て
い
な
い
。

質
問　

子
ど
も
た
ち
が
交

通
事
故
や
犯
罪
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
よ
う
に
と
、
現

在
、
学
校
で
の
安
全
指
導

を
は
じ
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地

域
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が

懸
命
に
取
り
組
ん
で
く
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ

で
も
解
決
が
困
難
な
場
所

が
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
の

5
点
を
伺
う
。

問　
　

通
学
路
指
定
の
根

拠
は
。

教
育
長　

40
人
程
度
の
児

童
が
通
行
す
る
道
路
を
、

学
校
長
が
指
定
す
る
。

問　
　

昨
年
か
ら
本
年
に

か
け
て
登
下
校
時
に
発
生

し
た
事
故
、
犯
罪
件
数
は
。

教
育
長　

交
通
事
故
等
は

18
年
度
4
件
、
19
年
度

4
件
。
不
審
者
等
の
出
現

は
18
年
度
2
件
、

19
年
度
3
件
。

問　
　

保
護
者
、

児
童
・
生
徒

か
ら
危
険
性

等

の

指

摘
、

改
善
要
望
を

受
け
た
場
所
は
。

教
育
長　

学

区

別

に

は
、

二
小
で
2
カ
所
、

三
小
で
6
カ
所
、

四
小
で
3
カ
所
、

五
小
で
1
カ
所
。

問　
　

要
望
を
受
け
改
善

さ
れ
た
場
所
は
。

教
育
長　

三
小
で
1
カ
所
、

四
小
で
1
カ
所
、
今
後

3
カ
所
を
改
善
予
定
。

問　
　

改
善
困
難
な
場
所

へ
の
対
策
は
。

教
育
長　

学
校
で
は
危
険

な
個
所
を
特
定
し
、
繰
り

返
し
安
全
指
導
を
行
い
、

ド
ラ
イ
バ
ー
に
は
安
全
運

転
を
お
願
い
し
て
い
く
。

質
問　

介
護
保
険
料
は
、

平
成
17
年
度
の
税
制
改

正
に
よ
り
、
収
入
が
変
わ

ら
な
く
て
も
保
険
料
が
上

昇
す
る
ケ
ー
ス
が
生
じ
た
。

　

こ
の
税
制
改
正
の
影
響

を
受
け
た
高
齢
者
に
つ
い

て
は
、
平
成
18
年
度
・

19
年
度
に
か
け
て
保
険
料

が
急
激
に
上
昇
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
激
変
緩
和

措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
平
成
19
年

度
ま
で
の
措
置
で
あ
り
、

20
年
度
も
引
き
続
き
緩
和

措
置
を
行
う
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
町
長
の
所

見
を
伺
う
。

町
長　

現
在
国
で
は
、
市

町
村
独
自
の
判
断
で
激
変

緩
和
措
置
を
継
続
で
き
る

よ
う
、
政
令
改
正
を
行
う

方
針
で
あ
る
が
、
町
独
自

で
継
続
す
る
に
は
介
護
保

険
財
政
の
観
点
か
ら
厳
し

い
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、

町
と
し
て
は
、
長
年
社
会

に
貢
献
さ
れ
た
高
齢
者
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

現
在
の
激
変
緩
和
措
置
の

継
続
に
前
向
き
に
対
応
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

金
と
競
争
が
支
配

的
な
こ
の
時
代
。
心
豊
か

な
子
ど
も
達
を
育
て
る
教

育
が
必
要
だ
と
思
う
。

　

子
ど
も
や
教
育
現
場
に

そ
の
た
め
の
条
件
・
環
境

を
整
え
る
の
が
行
政
や
政

治
の
仕
事
だ
と
考
え
、
次

の
点
を
伺
う
。

問　
　

校
舎
の
壁
面
緑
化

や
校
庭
芝
生
化
な
ど
、
緑

豊
か
な
環
境
を
。

教
育
長　

子
ど
も
た
ち
が

緑
の
多
い
環
境
下
で
学
校

生
活
を
送
る
こ
と
は
非
常

に
有
意
義
と
思
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
費
用
な
ど
の
課

題
も
あ
り
、
今
後
も
調
査
・

研
究
し
た
い
。

問　
　

長
岡
地
区
整
備
統

合
事
業
に
よ
る
二
中
南
側

道
路
計
画
は
、
教
育
環
境

の
悪
化
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。

教
育
長　

授
業
や
ク
ラ
ブ

活
動
へ
の
影
響
に
つ
い
て

学
校
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

特
に
問
題
が
無
い
と
の
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
、
安
全

面
に
つ
い
て
は
、
道
路
が

狭
隘
で
あ
る
こ
と
に
よ
る

接
触
事
故
が
報
告
さ
れ
て

い
る
が
、
道
路
幅
が
広
が

り
歩
車
道
の
分
離
に
よ
り

子
ど
も
た
ち
の
安
全
は
確

保
さ
れ
る
と
考
え
る
。

町
長　

福
祉
会
館
改

修
で
一
部
導
入
。

三小学区の通学路

フラワープラム（長岡地区）でのデイサービス

二中南側道路

瑞穂町大字富士山栗原新田33番地1にある栗原町会館


